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Ⅰ はじめに 

 「超高齢社会」という背景から要支援・要介護高齢者を支えていく介護職の人材不足が

深刻化となっている．一方，現在就業している介護職の離職・転職を抑制することも重要

である．離職者が増加することは，高齢者施設・事業所に従事する介護職の業務過多とな

り，職務継続意志の低下を招くことになる．これらが更なる離職の契機となり，業務上に

おける危機管理能力の意識が低下し，質の高いサービスを提供することが困難になる． 

 介護職の離職・定着に関する先行研究から離職の特徴として，①職場における人間関係

に対する不満，②職務における情緒的緊張・消耗感，③高齢者に対する偏見や死に対する

感情，④施設・事業所における理念・方針への不満，⑤賃金への不満を挙げた．職務定着

の特徴には，①働きやすい労働環境，②サービス特性に連動する働きがい，③教育・研修

体制の整備を推測した．離職や職務定着の特徴を挙げたが，離職要因の改善や定着要因を

強めれば離職を回避することは可能である．しかし，個々の改善などがいつでもどこの施

設・事業所においても職務定着につながるとは限らない．離職は単純な因果関係ではなく，

複合的な問題をはらんでいることから，この問題について確認していきたいと考えた． 

 したがって，本研究の目的は，高齢者施設・事業所に従事し，異業種への転職を経て介

護職へ再就職した経験をもつ介護職に対してインタビュー調査を実施し，職務定着に成功

するまでの要因を解明することである．そして，職務定着が困難な非職務定着者への職務

定着に向けた復職支援方略を明らかにし，施設・事業所における職場環境の改善に向けた

援助の一端を見出すことである． 

 

Ⅱ 研究方法 

 １．研究対象：高齢者施設・事業所において従事する介護職のうち，異業種への転職を

経て，介護職へ再就職した経験をもち，現就労先・事業所において 3 年以

上の勤続年数をもつ介護職を対象者とした．分析対象者は 4 名である．属

性について，性別分布は女性が 4 名．年齢分布は，30 歳代 1 名，40 歳代

2 名，50 歳代 1 名であった． 

 ２．調査方法：半構造化面接によるインタビュー調査を実施した． 

 ３．分析方法：修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析した．分析

テーマを「離職・復職経験をした介護職の職務定着プロセス」とし，分析

焦点者を「離職・復職経験をした介護職」とした. 

 ４．倫理的配慮：桜美林大学研究倫理審査委員会の承認を取得した（承認番号：17048）． 

 

Ⅲ 結果 

 〔 〕は概念，【 】はカテゴリーを示している．分析の結果 34 の概念を析出し，それ

らを【働くきっかけ】，【蓄積されていく壁】，【離職することの決意】，【異業種への転職】，

【介護職としての再チャレンジ】，【乗りこえるべき壁】，【職務定着につなげた個人的な活

動】，【職務定着に向けた組織的な支援活動】，【就労継続への意欲】，【職務継続意志の定着】

という 10 のカテゴリーに集約した．集約したカテゴリーから離職するプロセスと職務定

着するプロセスを一連の時間的過程として分析対象者が職務定着に成功するまでのプロセ

スを明らかすることができた．そして，〔再認識した職業の魅力〕という概念において離職・
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復職経験をした介護職は，介護職という職業に肯定感を抱いていることが明らかにされた． 

 

Ⅳ 考察 

本研究の分析結果から全体的な考察として，これまでの指摘と共通して【蓄積されてい

く壁】が現場で働く介護職の離職要因になっていたことが証明された．しかし，【蓄積され

ていく壁】が直接の要因ではなく，そのカテゴリーに含まれる概念が相互に作用したこと

により介護職として働き続けることができなくなってしまったと示唆する． 

そして，分析対象者から抽出された【乗り越えるべき壁】が高齢者施設・事業所に従事

する介護職の試練となっていた．その試練となる【乗り越えるべき壁】を越えるための方

略としては，分析対象者から抽出された【職務定着につなげた個人的な活動】が介護職の

職務定着に必要な要因であることが示唆された． 

 

Ⅴ 結論 

本研究では，分析対象者の離職から職務定着に成功するまでのプロセスを明らかにした．

そして，離職・復職経験した介護職の語りから高齢者施設・事業所で働く介護職の職務定

着に関する要因を示すことができた． 

今後の研究課題として，対象者数の制約もさることながら，対象者が全員女性介護職で

あったことから，男性介護職からの聴取が必要であった．そのため，分析のケース数を増

やすとともに，ジェンダー差異についての語りを十分に検討する必要がある．また，高齢

者施設・事業所にて長期就労継続をしている介護職に聞き取り調査を行い，彼らの語りか

ら本研究結果の普遍化に向けた検討をする必要がある．そして，今後も現場で働く介護職

の職務定着に向けた支援活動に関する研究が必要であると考える． 
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